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　第１図は布良・勝浦・油壺各験潮場間の月平均潮位差である。勝浦が大きく変化しているのは、昨

年夏の黒潮の蛇行に伴うものと考えられる。

　第２図は水準原点から埼玉・千葉・神奈川三県をめぐる路線の水準測量結果である。北東側でわず

かに沈下であるが、大きな変化ではない。第３図は水準原点から藤沢市までの水準測量結果である。

川崎市から横浜市を経て藤沢に至る区間がやや沈下の傾向である。

　第４～５図は、三浦半島で行われている水準測量の結果である。大きな変化はないが、東海岸の１

年前の観測および西海岸の３年前の観測と比較して、半島の先端側が沈下の傾向である。第６図は水

準原点から見た三浦半島の上下変動時系列である。長期的に見て 1960年代以降、半島の先端側が継

続的に沈降している。また、水準原点から見れば半島の付け根の F25（横浜市）、J36-1（藤沢市）も

最近 30年間は継続的に沈下の傾向である。

　第７～第 10図は房総半島における水準測量結果である。前回 2002年 11-12月と今回 2004年 11-

12月を比較して、特段に大きな変化は見られない。第 11～ 12図は、水準測量結果の網平均による

房総半島における上下変動である。長期的に見ると固定点とした富津に比べて外房側の隆起が目立ち、

外房側でみると勝浦験潮場から見て布良験潮場に至る先端側が沈降である傾向が見られる。

　第 13図は糸魚川静岡断層帯の松本市付近で行った水準測量の結果である。断層帯を横切る路線の

中間部がわずかに沈降している。

　第 14図は鹿野山で行っている辺長観測の結果である。特段の変化はない。

　第 15～ 23図は房総半島周辺の GPS観測結果の時系列である。第 15図にはグラフを作成した観測

点の配置とアンテナ交換・レドーム設置等の補正を行った日付が示されている。第 16～ 23図は八郷

観測点を起点とした相対変位３成分の時系列を上段に、トレンドと年周・半年周を除去した時系列を

下段に示している。2000年夏の伊豆諸島北部のイベントの影響が全点で見えるほか、2002年 10月の

スロースリップイベントもいくつかの点で明瞭に見える。そのほかに 2004年５月頃から東西成分に

わずかな東向きの変化がみられる。この非定常変動の水平成分を 2004年５月～８月と 2005年１月～

４月の２時期についてベクトル図にしたものが第 24図である。上段ではややばらつきが大きいが房

総半島周辺に東北東向きのベクトルがまとまって見える。また、下段では同様な傾向が関東南部から

伊豆半島・伊豆諸島にも広がって見える。このうち、2005年１月～４月の非定常変動について同時

期に活動が認められた房総半島東方沖の３重会合点付近に断層滑りを仮定してモデル化を行ったのが

第 25図である。左図は 2005年１月 19日に発生した広角逆断層のメカニズムにあわせて滑り量を推

定したもの、右図は３重会合点付近のプレート境界の滑りを仮定して推定を行ったものである。広域

のパターンをそれぞれのメカニズムで説明することが可能である。モーメントマグニチュードを計算

すると、約 7.1前後となり、単独あるいは複数の地震による変動というよりはさらに大きいモーメン

トの解放があると思われる。参考までにこの領域の地震発生の様子を第 26図にMT図と回数積算図

で示した。



　第 27～ 29図は富士山周辺の GPS連続観測結果時系列グラフである。特段の変化は GPSには現れ

ていない。第 27図には、アンテナ交換・レドーム設置等の補正を行った日付が示されている。第 30

～ 33図は１年間および３ヶ月の水平変動ベクトル図と上下変動図である。一年間の水平変動ベクト

ルで、図の西側の点で南向き、東側の点で北向きのベクトルが目立つのは、紀伊半島南東沖の地震の

影響と思われる。その他に特に注目すべき変動はない。なお、富士山頂の点は 11月中旬から機器の

不調により欠測となっている。

 



第１図　油壺、布良、勝浦験潮場間月平均潮位差
Fig. 1　Comparisons of monthly mean values of sea level measured at 3 tide gauge stations in Kanto area



第２図　東京周辺（水準原点～さいたま市～野田市～船橋市～千葉市）における水準測量結果
Fig.2　Results of Leveling Survey around Tokyo (Datum to Chiba city via Saitama city, Noda city and Funabashi city)

第３図　水準測量による藤沢～水準原点（甲）の上下変動
Fig.3　Results of Leveling Survey from Fujisawa city to Datum(KO)



第４図　三浦半島における水準測量結果
Fig.4　Results of Leveling Survey in Miura Peninsula

第 5図　三浦半島における水準測量結果
Fig.5　Results of Leveling Survey in Miura Peninsula



第６図　水準原点から見た三浦半島周辺の水準点の上下変動時系列
Fig.6　Time Series of Height Change on Bench Marks around Miura Peninsula Referred to
   Datum of Leveling

第７図　館山～勝浦間の水準測量による上下変動
Fig.7　Result of leveling survey from Tateyama city to Katsuura city 



第８図　君津～館山間の水準測量による上下変動
Fig.8　 Result of leveling survey from Kimitsu city to Tateyama city 

第９図　富津～鴨川間の水準測量による上下変動
Fig.9 　Result of leveling survey from Futtsu city to Kamogawa city 



第 10図　館山～和田間の水準測量による上下変動
Fig.10　Result of leveling survey from Tateyama city to Wada town 

第 11図　水準測量による房総半島の上下変動
Fig.11　Vertical Crustal Movement by Leveling Surveys in the Boso Peninsula



第 12図　水準測量による房総半島の上下変動
Fig.12　Vertical Crustal Movement by Leveling Surveys in the Boso Peninsula

第 13図　山形村～松本市間の水準測量による上下変動
Fig.13　Result of leveling survey from Yamagata village to Matsumoto city



第 14図　鹿野山精密辺長測量結果
Fig.14　 Results of precise distance measurements at Kanozan

第 15図　房総半島の GPS観測結果（基線図）
Fig.15　Results of Continuous GPS Measurements around the Boso Peninsula (baseline map)



第 16図　房総半島周辺の GPS観測結果
Fig.16　Results of Continuous GPS Measurements around the Boso Peninsula

第 17図　房総半島周辺の GPS観測結果
Fig.17　Results of Continuous GPS Measurements around the Boso Peninsula



第 18図　房総半島周辺の GPS観測結果
Fig.18　Results of Continuous GPS Measurements around the Boso Peninsula

第 19図　房総半島周辺の GPS観測結果
Fig.19　Results of Continuous GPS Measurements around the Boso Peninsula



第 20図　房総半島周辺の GPS観測結果
Fig.20　Results of Continuous GPS Measurements around the Boso Peninsula

第 21図　房総半島周辺の GPS観測結果
Fig.21　Results of Continuous GPS Measurements around the Boso Peninsula．



第 22図　房総半島周辺の GPS観測結果
Fig.22　Results of Continuous GPS Measurements around the Boso Peninsula

第 23図　房総半島周辺の GPS観測結果
Fig.23　Results of Continuous GPS Measurements around the Boso Peninsula．



第 24図　関東地方におけるトレンドと年周・半年周成分を除去した非定常水平地殻変動
Fig.24　De-trended horizontal crustal deformation around Kanto region



:2004/01/01 - 2004/01/20
:2004/04/01 - 2004/04/20

:2005/01/01 - 2005/01/20
:2005/04/01 - 2005/04/20

第 25図　三重会合点付近の断層滑りでモデル化した関東地方南部の非定常地殻変動
Fig.25　Crustal deformation model of southern Kanto region by the slow slip around triple junction



第 27図　富士山周辺の GPS観測結果（基線図）
Fig.27　Results of Continuous GPS Measurements around Mt. Fuji(baseline map)

第 26図　三重会合点付近における地震活動度の推移
Fig.26　Seismisty in the rectangular area near the triple junction 



第 28図　富士山周辺の GPS観測結果
Fig.28　Time Series of  Continuous GPS Observations around Mt. Fuji



第 29図　富士山周辺の GPS観測結果
Fig.29　Time Series of  Continuous GPS Observations around Mt. Fuji



第 30図　GPS観測による富士山周辺の水平変動（１年間）
Fig. 30　Horizontal Movements around Mt. Fuji by GPS Continuous Measurements（1 year)

第 31図　GPS観測による富士山周辺の上下変動（１年間）
Fig. 31　Vertical Movements around Mt. Fuji by GPS Continuous Measurements（1 year)



第 32図　GPS観測による富士山周辺の水平変動（３ヶ月）
Fig.32　Horizontal Movements around Mt. Fuji by GPS Continuous Measurements（3 months)

第 33図　GPS観測による富士山周辺の上下変動（３ヶ月）
Fig. 33　Vertical Movements around Mt. Fuji by GPS Continuous Measurements（3 months)


	本文
	第１図
	第２・３図
	第４・５図
	第６・７図
	第８・９図
	第１０・１１図
	第１２・１３ 図
	第１４・１５ 図
	第１６・１７ 図
	第１８・１９ 図
	第２０・２１ 図
	第２２・２３ 図
	第２４ 図
	第２５ 図
	第２６・２７ 図
	第２８ 図
	第２９図
	第３０・３１ 図
	第３２・３３ 図

	Button2: 


